
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2023年11月10日

【四半期会計期間】 第52期第２四半期（自　2023年７月１日　至　2023年９月30日）

【会社名】 株式会社ケーユーホールディングス

【英訳名】 KU HOLDINGS CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　板東　徹行

【本店の所在の場所】 東京都町田市鶴間八丁目17番１号

【電話番号】 (042)799-2130（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役上席執行役員 経理企画部長　長澤　伸二

【最寄りの連絡場所】 東京都町田市鶴間三丁目15番９号

【電話番号】 (042)799-2130（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役上席執行役員 経理企画部長　長澤　伸二

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社ケーユーホールディングス(E02714)

四半期報告書

 1/21



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結

累計期間
第51期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年９月30日

自 2023年４月１日
至 2023年９月30日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 （百万円） 72,104 76,445 153,346

経常利益 （百万円） 5,224 4,626 9,898

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 3,506 3,152 6,697

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,513 3,267 6,759

純資産額 （百万円） 56,021 60,736 58,624

総資産額 （百万円） 81,490 84,740 81,300

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 109.91 97.88 209.16

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） 104.28 92.91 198.50

自己資本比率 （％） 67.9 70.8 71.2

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） 3,027 4,786 △1,213

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △1,040 △1,721 △1,618

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（百万円） △545 △773 △2,767

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 14,408 9,660 7,367

 

回次
第51期

第２四半期連結
会計期間

第52期
第２四半期連結

会計期間

会計期間
自 2022年７月１日
至 2022年９月30日

自 2023年７月１日
至 2023年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 61.56 51.45

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイル

ス感染症の感染症法上の位置づけが５類へ移行されたことに伴い緩やかな回復の動きが見られたものの、ウクライ

ナ情勢の長期化によるエネルギー価格、原材料価格の高騰、円安の影響等により、景気の先行きは依然として不透

明な状況が続いております。

自動車販売業界におきましては、第２四半期までの軽自動車を含めた国産新車の総登録台数は、2,222千台とな

り、前年同期に比べ15.7％増加、軽自動車を含めた中古車販売台数は、3,082千台と前年同期比1.9％増加いたしま

した。また、外国メーカー車につきましては、新車登録台数は121千台と前年同期に比べ4.7％増加いたしました。

このような状況のもと、当社グループの経営成績は、以下のとおりとなりました。

売上高は、前年同期に比べ4,341百万円増加（前年同期比6.0％増加）の76,445百万円となりました。利益につき

ましては、営業利益は前年同期に比べ632百万円減少（同12.4％減少）の4,485百万円となりました。経常利益は前

年同期に比べ598百万円減少（同11.5％減少）の4,626百万円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益

は、前年同期に比べ353百万円減少（同10.1％減少）の3,152百万円となりました。

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。なお、営業利益合計と連結営業利益の差額は、主に報告セグ

メントに帰属しない持株会社に属するものであります。

（単位：百万円）

 

 

国産車販売事業 輸入車ディーラー事業

売上高 営業利益 売上高 営業利益

当第２四半期

連結累計期間
22,359  1,174  54,086  2,885  

前第２四半期

連結累計期間
21,205  1,583  50,898  3,082  

　増減率 5.4 ％ △25.8 ％ 6.3 ％ △6.4 ％

 

②財政状態

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は38,241百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,918百万円増

加いたしました。これは、主にその他流動資産が415百万円、売掛金が142百万円、商品及び製品が101百万円減少

いたしましたが、現金及び預金が2,292百万円、前払費用が313百万円増加したことによるものであります。固定資

産は46,498百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,522百万円増加いたしました。これは、主に有形固定資産が

1,692百万円増加したことによるものであります。

　この結果、総資産は、84,740百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,440百万円増加いたしました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は17,992百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,518百万円増

加いたしました。これは、主に契約負債が811百万円減少いたしましたが、1年内返済予定の長期借入金が842百万

円、その他流動負債が841百万円、支払手形及び買掛金が651百万円増加したことによるものであります。固定負債

は6,011百万円となり、前連結会計年度末に比べ190百万円減少いたしました。

　この結果、負債合計は、24,003百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,327百万円増加いたしました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は60,736百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,112百万円増加

いたしました。これは、主に親会社株主に帰属する四半期純利益3,152百万円及び剰余金の配当1,542百万円による

ものであります。

　この結果、自己資本比率は70.8％（前連結会計年度末は71.2％）となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,292百万円増加の9,660百万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主

な要因は次のとおりであります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果獲得した資金は、4,786百万円（前年同期比1,759百万円増加）となりました。

主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益4,636百万円（同588百万円減少）、棚卸資産の増加1,209百万円

（同161百万円増加）がありましたが、仕入債務の増加651百万円（前年同期は385百万円の減少）、売掛債権

の減少142百万円（前年同期は228百万円の増加）、法人税等の支払1,858百万円（前年同期比503百万円減

少）、その他536百万円の収入（同281百万円増加）によるものであります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果支出した資金は、1,721百万円（前年同期比681百万円増加）となりました。

支出増加の主な要因は、有形固定資産取得による支出1,826百万円（同1,183百万円増加）によるものでありま

す。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果、財務収支は773百万円の支出超過（前年同期比227百万円増加）となりました。

支出増加の主な要因は、長期借入金の返済による支出2,697百万円（同858百万円減少）がありましたが、長期

借入による収入3,500百万円（同1,000百万円減少）によるものであります。

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

   　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 160,000,000

計 160,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
(2023年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(2023年11月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 44,126,024 44,126,024
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 44,126,024 44,126,024 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式　
総数増減数
（株）

発行済株式　
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金　
増減額

（百万円）

資本準備金　
残高

（百万円）

2023年７月１日～

2023年９月30日
－ 44,126,024 － 100 － 6,439
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（５）【大株主の状況】

  2023年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

㈲ヤマサン 東京都町田市鶴間３丁目16－12 12,430 38.29

損害保険ジャパン㈱ 東京都新宿区西新宿１丁目26－１ 2,754 8.48

東京海上日動火災保険㈱ 東京都千代田区大手町２丁目６番４号 2,032 6.26

日本マスタートラスト信託銀行㈱

（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,379 4.25

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK

FUND (PRINCIPAL ALL SECTOR

SUBPORTFOLIO)

（常任代理人　㈱三菱UFJ銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA 02210

U. S. A.

 

（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

1,235 3.81

井上　順子　 東京都町田市 1,045 3.22

㈱日本カストディ銀行

（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８－12 888 2.74

板東　徹行 東京都町田市 745 2.30

板東　尚子 東京都町田市 729 2.25

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY 505224

（常任代理人　㈱みずほ銀行　

決済営業部）

P.O. BOX 351 BOSTON，MASSACHUSETTS

02101 U.S.A.

（東京都港区港南２丁目15－１）

 

511 1.58

計 － 23,753 73.17

（注）上記日本マスタートラスト信託銀行㈱の所有株式のうち信託業務に係る株式数は1,354千株、㈱日本カストディ

銀行の所有株式のうち信託業務に係る株式数は887千株であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 11,664,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,447,400 324,474 －

単元未満株式 普通株式 14,124 － －

発行済株式総数  44,126,024 － －

総株主の議決権  － 324,474 －

(注）1.「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,600株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数26個が含まれております。

2.「単元未満株式」には、当社所有の自己株式40株が含まれております。

②【自己株式等】

    2023年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義　
所有株式数
（株）

他人名義　
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有　
株式数の割合

（％）

㈱ケーユーホールディングス

東京都町田市

鶴間八丁目　

17番１号

11,664,500 － 11,664,500 26.43

計 － 11,664,500 － 11,664,500 26.43

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2023年７月１日から2023

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,367 9,660

売掛金 4,546 4,404

商品及び製品 20,894 20,792

仕掛品 272 274

原材料及び貯蔵品 442 412

前払費用 366 680

その他 2,439 2,023

貸倒引当金 △6 △7

流動資産合計 36,323 38,241

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,879 13,673

機械装置及び運搬具（純額） 4,291 4,746

工具、器具及び備品（純額） 328 320

土地 22,816 23,518

建設仮勘定 820 567

有形固定資産合計 41,135 42,827

無形固定資産 156 165

投資その他の資産   

投資有価証券 1,327 1,500

繰延税金資産 894 592

その他 1,471 1,421

貸倒引当金 △8 △8

投資その他の資産合計 3,684 3,505

固定資産合計 44,976 46,498

資産合計 81,300 84,740
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,350 3,001

１年内返済予定の長期借入金 5,719 6,562

未払金及び未払費用 1,432 1,529

未払法人税等 1,475 1,385

契約負債 3,614 2,803

賞与引当金 685 672

その他 1,195 2,036

流動負債合計 16,473 17,992

固定負債   

長期借入金 4,581 4,541

繰延税金負債 965 765

資産除去債務 502 549

その他 153 155

固定負債合計 6,202 6,011

負債合計 22,676 24,003

純資産の部   

株主資本   

資本金 100 100

資本剰余金 13,340 13,613

利益剰余金 48,436 50,046

自己株式 △4,287 △4,173

株主資本合計 57,589 59,587

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 314 429

その他の包括利益累計額合計 314 429

新株予約権 719 719

純資産合計 58,624 60,736

負債純資産合計 81,300 84,740
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 72,104 76,445

売上原価 58,975 63,134

売上総利益 13,129 13,311

販売費及び一般管理費 ※ 8,011 ※ 8,826

営業利益 5,117 4,485

営業外収益   

受取利息 3 4

受取配当金 22 30

受取地代家賃 72 82

受取保険金 12 28

その他 47 47

営業外収益合計 158 193

営業外費用   

支払利息 11 14

賃貸費用 23 27

その他 15 10

営業外費用合計 51 52

経常利益 5,224 4,626

特別利益   

事業譲渡益 － 9

特別利益合計 － 9

税金等調整前四半期純利益 5,224 4,636

法人税、住民税及び事業税 1,766 1,440

法人税等調整額 △48 43

法人税等合計 1,718 1,483

四半期純利益 3,506 3,152

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,506 3,152
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益 3,506 3,152

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7 114

その他の包括利益合計 7 114

四半期包括利益 3,513 3,267

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,513 3,267

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 5,224 4,636

減価償却費 1,054 1,399

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △57 －

受取利息及び受取配当金 △25 △37

支払利息 11 14

売上債権の増減額（△は増加） △228 142

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,047 △1,209

仕入債務の増減額（△は減少） △385 651

事業譲渡損益（△は益） － △9

その他 254 536

小計 4,801 6,123

利息及び配当金の受取額 25 34

利息の支払額 △11 △14

法人税等の還付額 573 501

法人税等の支払額 △2,362 △1,858

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,027 4,786

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △500 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 156 1

有形固定資産の取得による支出 △643 △1,826

無形固定資産の取得による支出 △24 △21

事業譲渡による収入 － 70

その他の収入 72 99

その他の支出 △101 △44

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,040 △1,721

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 4,500 3,500

長期借入金の返済による支出 △3,556 △2,697

配当金の支払額 △1,462 △1,541

その他の支出 △26 △34

財務活動によるキャッシュ・フロー △545 △773

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,441 2,292

現金及び現金同等物の期首残高 12,967 7,367

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 14,408 ※ 9,660
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2022年４月１日
　　至 2022年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日

　　至 2023年９月30日）

販売諸掛 846百万円 944百万円

広告宣伝費 535 574

貸倒引当金繰入額 2 1

役員報酬 434 560

給与手当 2,780 2,864

賞与引当金繰入額 337 312

減価償却費 638 844

租税公課 400 401

賃借料 384 459

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年９月30日）

現金及び預金勘定 14,408百万円 9,660百万円

現金及び現金同等物 14,408 9,660
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

   2022年６月28日

定時株主総会
普通株式 1,464 46.00 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

   2022年11月10日

取締役会
普通株式 642 20.00 2022年９月30日 2022年12月６日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

   2023年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,542 48.00 2023年３月31日 2023年６月28日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 2023年11月９日

取締役会
普通株式 649 20.00 2023年９月30日 2023年12月６日 利益剰余金

 

３．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  （単位：百万円）

 
国産車
販売事業

輸入車
ディーラー

事業
合計

売上高    

顧客との契約から生じ

る収益
21,205 50,898 72,104

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 21,205 50,898 72,104

セグメント間の内部売
上高又は振替高

84 171 255

計 21,289 51,070 72,360

セグメント利益 1,583 3,082 4,666

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                                                 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,666

当社とセグメントとの内部取引消去額 1,052

セグメント間取引消去 8

全社費用（注） △609

四半期連結損益計算書の営業利益 5,117

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社に属する一般管理費であります。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

  （単位：百万円）

 
国産車
販売事業

輸入車
ディーラー

事業
合計

売上高    

顧客との契約から生じ

る収益
22,359 54,086 76,445

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 22,359 54,086 76,445

セグメント間の内部売
上高又は振替高

20 127 147

計 22,380 54,213 76,593

セグメント利益 1,174 2,885 4,060

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

                                                                 （単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 4,060

当社とセグメントとの内部取引消去額 1,180

セグメント間取引消去 9

全社費用（注） △765

四半期連結損益計算書の営業利益 4,485

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社に属する一般管理費であります。

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益 109円91銭 97円88銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
3,506 3,152

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
3,506 3,152

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,902 32,207

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 104円28銭 92円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 1,720 1,720

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

2023年11月９日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

中間配当による配当金の総額　　　　　　     649百万円

１株当たりの金額　　　　　　　　　　　      20円00銭

支払請求の効力発生日及び支払開始日　　 2023年12月６日

（注）2023年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年11月10日

株式会社ケーユーホールディングス

取 締 役 会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東　京　事　務　所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 善方　正義

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大久保　豊

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会

社ケーユーホールディングスの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（2023年７月１日から2023年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年９

月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ケーユーホールディングス及び連結子

会社の2023年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レ

ビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に

従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしてい

る。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四

半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用すること

が含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成す

ることが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場

から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの

過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半

期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基

準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確

実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信

じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重

要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限

定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日まで

に入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能

性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務

諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を

含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象

を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手

する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。

監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策

を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はそ

の内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以　　上

 

 

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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